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受
贈
書
主
要
丈
献
目
録

受
贈
書
主
要
交
献
目
録

　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
二
年
叫
一
月
分
）

　
　
は
　
し
　
が
　
き

最
近
、
當
法
學
研
究
會
（
ま
た
は
法
學
部
研
究
室
）
宛

に
寄
贈
さ
れ
る
書
籍
お
よ
び
雑
誌
は
、
か
な
り
多
数
に
上

り
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
に
多
大
の
便
宜
が
あ
た
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
威
謝
に
た
え
加
い
し
だ
い
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
今
後
本
欄
に
、
受
繭
書
を
明
記
し
て
、
御

寄
瞼
下
さ
つ
た
各
位
に
封
し
、
威
謝
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
受
賂
書
の
主
な
る
内
容
を
も
掲
載
し
て
、
同
學
の

便
宜
を
岡
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
凡
　
　
　
例

一
、
掲
載
は
・
和
書
お
よ
び
中
國
書
・
洋
書
に
大
別
し
、

　
そ
れ
ぞ
れ
軍
行
書
・
雑
誌
ご
と
に
到
着
順
に
よ
る
。
但

し
、
週
刊
・
旬
刊
の
ご
と
き
も
の
は
、
適
宜
に
ま
と
め

　
て
お
い
た
。

二
、
内
容
細
目
は
、
頁
数
の
都
合
上
、
原
則
と
し
て
、
踏

行
書
は
目
家
の
程
度
に
、
ま
た
雑
誌
は
主
要
な
論
説
・

資
料
の
み
に
限
定
す
る
。

三
、
原
則
と
し
て
法
學
、
政
治
學
、
肚
會
學
に
關
係
あ
る

も
の
に
限
り
、
全
く
關
係
の
な
い
も
の
は
割
愛
す
る
。

判
例
原
稿
（
一
部
）
　
幅
岡
高
等
裁
到
所
資
料
室

　
中
島
卓
児

勾
留
及
び
保
縄
に
關
す
る
諸
問
題
の
研
究

　
　
（
司
法
研
究
報
告
書
八
輯
九
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
法
碑
修
所

　
第
一
編
逮
捕
及
び
勾
引

　
　
第
一
章
逮
捕
、
第
二
章
勾
引

　
第
二
編
　
勾
留
及
び
保
輝

　
　
第
一
章
勾
留
の
意
義
及
び
目
的
、
第
二
章
勾
留

　
　
に
關
す
る
統
計
的
考
察
、
第
三
章
勾
留
の
實
榿

　
　
的
要
件
、
第
四
章
勾
留
妖
獲
布
に
關
す
る
手
績
、

　
　
第
五
章
勾
留
の
執
行
、
第
六
章
勾
留
期
間
、
第

　
　
七
章
勾
留
理
由
の
開
示
、
第
八
章
勾
留
の
失
効
、

　
　
第
九
章
勾
留
の
取
消
、
第
一
〇
章
保
繹
、
第
一

　
　
一
章
勾
留
の
執
行
停
止
、
第
一
二
章
鑑
定
留
置
、

　
　
第
二
二
章
勾
留
に
關
す
る
虎
分

　
第
三
編
未
海
勾
留
の
本
刑
通
算

　
　
第
一
章
未
決
勾
留
の
本
刑
通
算
の
沼
革
及
び
立

　
　
法
令
、
第
二
章
未
決
勾
留
の
本
刑
通
算
の
法
理

　
　
的
根
櫨
、
第
三
章
刑
法
一
二
條
に
よ
る
本
刑
通

　
　
算
、
第
四
章
刑
訴
四
九
五
條
に
よ
る
本
刑
通
算
、

　
　
第
五
章
未
決
勾
留
の
本
刑
通
算
の
實
醗

　
三
枝
信
義

欝
働
刑
法
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
　
　
（
一
八
六
）

　
　
（
同
九
輯
五
號
）

　
第
一
章
勢
働
刑
法
の
概
念

　
第
二
章
　
團
豊
行
動
椹
の
保
障
並
び
に
助
成

　
　
第
一
節
憲
法
第
二
十
八
條
と
勢
働
組
合
法
第
一

　
　
條
第
二
項
と
の
關
係
、
第
二
節
雫
議
行
爲
の
意

　
　
義

　
第
三
章
　
螢
働
組
合
の
行
爲
の
正
當
性
及
び
そ
の

　
　
限
界

　
　
第
叫
節
勢
動
組
合
法
第
一
條
第
二
項
の
意
義
、

　
　
第
二
節
行
爲
の
正
當
性

　
第
四
章
　
個
別
的
限
界
－
争
議
行
爲
の
類
型
と
そ

　
　
の
正
當
性

　
　
第
一
節
同
盟
罷
業
ー
シ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
・
ス
ト
ラ

　
　
イ
キ
を
中
心
と
し
て
、
第
二
節
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン

　
　
グ
、
第
三
節
怠
業
、
第
四
節
使
用
者
の
争
議
行

　
　
爲
ー
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
、
第
五
節
生
産
管
理

　
第
五
章
　
團
睦
交
渉
の
正
當
性

　
　
第
一
節
團
艦
交
渉
の
意
義
、
第
二
節
團
髄
交
渉

　
　
の
正
當
性

フ
ラ
ン
ス
選
墨
法

西
ド
イ
ツ
連
邦
選
墨
法

イ
タ
リ
ア
下
院
選
墨
法

オ
冨
ス
ト
リ
ア
下
院
議
員
選
墨
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衆
議
院
法
制
局



法
制
局
意
見
年
報
（
五
巻
）

法
制
局
圖
書
館

行
政
事
件
訴
訟
年
鑑
（
昭
和
三
一
年
度
）

司
法
統
計
年
報
（
昭
和
三
一
年
度
）

2
・
刑
事
編
（
上

・
下
）
、
4
・
少
年
編

最
高
裁
剣
所
事
務
絡
局

世
界
螢
連
と
國
際
共
産
主
義

　
　
（
産
業
民
主
化
資
料
・
海
外
情
報
一
二
六
集
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
民
主
碑
究
所

中
立
主
義
の
正
艦

毛
浬
東
の
チ
ト
冨
化
は
有
リ
得
る
か

　
　
　
　
ア
ジ
ア
人
民
反
共
連
盟
中
華
民
國
総
會

ω
ゴ
α
》

O
ぼ
巳
O
O
昌
2
帥
識
O
胃
騨
一
一
の
帥
註
O
目

　
　
H
ー
け
Φ
U
β
騨
鑓
O
目
騨
一
ト
の
の
O
O
一
騨
寓
O
β

　
　
o
協
　
U
Φ
目
o
臼
㊤
試
o
　
■
讐
羨
Φ
奏

菊
①
冒
o
旨
o
騰
静
5
0
ω
唱
o
o
凶
巴
O
o
冨
冨
一
詳
o
o
e
冒

　
齢
7
①
勺
N
o
び
一
㊦
目
o
崩
国
鍔
5
筑
”
同
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
H
戸
叶
⑩
U
口
即
“
一
〇
β
固
一
　
〇
〇
同
昌
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
帥
ω
oo
一
〇
ロ
　
O
鴇
　
臼
9
目
一
〇
〇
叶
ω

大
分
大
學
脛
濟
論
集
（
九
巻
二
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
大
分
大
學
紹
濟
研
究
所

大
衆
鮭
會
に
關
す
る
一
考
察

天
理
大
學
學
報

羽
倉
　
一
雄

（
二
四
輯
）

　
　
天
理
大
學
人
丈
學
會

　
　
輕
濟
研
究
（
三
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
府
立
大
學
経
濟
學
部

憲
法
改
正
に
關
す
る
憲
法
の
規
定
　
　
盛
　
　
秀
雄

行
政
の
不
行
爲
に
封
す
る
司
法
的
救
濟
（
績
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
義
弘

刑
政
（
六
八
巻
一
一
號
）

矯
正
協
會

　
　
家
庭
裁
判
月
報
（
九
巻
五
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
高
裁
判
所
事
務
絡
局

非
行
少
年
に
劃
す
る
・
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
ニ
ア
ス
ト

　
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
和
夫

少
年
の
不
良
化
と
家
庭
環
境
　
　
　
　
林
　
　
洋
子

　
　
同
（
六
號
）

犯
罪
行
動
の
法
雌
會
學
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
日
里
彦

幽
橋
論
懸
霞
（
三
八
巻
五
號
）

一
橋
學
會

法
経
論
隻
（
七
巻
二
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
大
學
人
丈
學
部

　
　
法
経
學
會
雑
誌
（
二
二
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
山
大
學
法
経
學
會

フ
ラ
ン
ス
刑
法
に
お
け
る
緊
急
避
難
論
（
二
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
下
　
　
忠

官
吏
任
命
行
爲
の
性
質
に
關
す
る
公
法
契
約
読

　
　
1
そ
の
學
論
史
的
研
究
・
第
一
部

　
　
（
其
の
四
・
完
）
　
　
　
　
　
　
種
谷
　
春
洋

フ
晟
ビ
ア
ン
研
究
（
八
巻
一
〇
號
）

　
　
　
　
　
　
　
日
本
フ
ェ
ビ
ア
ン
薪
究
所

　
　
ア
メ
リ
カ
『
ナ
（
三
巻
一
一
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
國
大
使
館
文
化
交
換
局

民
主
主
義
に
罪
が
あ
る
か
？
　
　
W
・
カ
ー
ル
ト
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
課
）
田
中
　
靖
政

東
京
輕
大
學
會
誌

（
一
八
號
）

東
京
纒
濟
大
學
研
究
室

　
　
”
關
岬
西
大
舶
字
恥
調
佳
六
　
（
山
ハ
雀
一
二
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
關
西
大
學
法
學
會

目
本
國
憲
法
の
理
念
的
研
究
序
読
　
　
中
谷
　
敬
壽

政
治
概
念
に
お
け
る
肚
會
行
爲
論
の
批
到

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
　
卯
一

政
治
集
團
と
し
て
の
腿
力
團
髄

　
　
ー
そ
の
擾
頭
原
因
を
め
ぐ
つ
て
ー

受
贈
書
主
要
丈
献
目
録

九
九

（
一
八
七
）



受
贈
書
主
要
丈
献
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
林
　
良
一

　
　
公
正
取
引
（
八
五
號
、
八
六
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
正
取
引
協
會

　
　
選
暴
（
一
〇
巻
一
一
號
）

　
　
　
　
　
都
道
府
縣
選
畢
管
理
委
員
會
連
合
會

選
畢
と
政
治
意
識
（
三
）
　
　
　
　
　
蝋
山
　
政
道

　
　
螢
政
時
報
（
一
四
四
六
號
ー
一
四
四
九
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
螢
務
行
政
研
究
所

　
　
螢
働
法
令
通
信
（
一
〇
巻
三
八
號
！
四
〇
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢
働
法
令
協
會

　
　
日
螢
研
資
料
（
一
〇
巻
二
九
號
－
三
一
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
本
勢
働
研
究
所

　
　
中
央
螢
働
時
報
（
三
一
九
號
）

　
　
勢
働
委
員
會
速
報
（
四
〇
一
號
－
四
〇
三
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
螢
委
會
館

　
　
勢
働
研
究
（
一
一
七
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
縣
勢
働
研
究
所

　
　
石
川
螢
働
時
報
（
一
一
九
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
縣
勢
政
課

　
　
人
灌
新
聞
（
三
七
號
）
　
　
自
由
人
灌
協
會

　
　
法
律
新
聞
（
七
六
號
－
七
九
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
新
聞
肚

　
　
財
政
輕
濟
弘
報
（
六
六
〇
號
ー
六
六
四
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
纒
濟
弘
報
祉

　
　
金
融
法
務
事
情
（
一
五
六
號
i
一
五
八
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
融
財
政
事
情
研
究
會

　
　
甲
南
論
集
（
五
巻
四
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
南
大
學
経
法
學
會

借
家
椹
の
相
績
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
道
太
郎

剣
例
を
中
心
と
し
て
見
た
取
締
役
制
度
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
幸
五
郎

抗
告
訴
訟
に
お
け
る
剣
決
の
態
様
　
　
岡
　
　
久
男

　
　
都
市
問
題
研
究
（
九
巻
一
一
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
問
題
研
究
會

　
　
早
稻
田
政
治
脛
濟
學
雑
誌
（
噌
四
六
・
一
四

　
　
　
　
七
合
併
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
早
稻
田
大
學
政
治
経
濟
學
會

　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
　
　
（
一
八
八
）

我
が
國
に
お
け
る
政
治
學
濁
立
の
登
足
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
　
　
正

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
弾
劾
制
度
を
縫
る
諸
間
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
立
夫

現
代
丈
明
杜
會
の
諸
問
題
　
　
　
　
　
井
伊
玄
太
郎

封
外
政
策
に
封
す
る
世
論
の
影
響
に
よ
る
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
　
健
藏

現
代
地
方
自
治
に
お
け
る
政
蕪
化
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
一
郎

ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
議
院
内
閣
制
と
信
任
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
　
望

　
　
統
計
月
報
（
八
巻
一
〇
號
）

　
　
イ
ン
ヴ
＝
ス
ト
メ
ン
ト
（
一
〇
巻
九
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
誰
券
取
引
所

　
　
鐙
券
（
一
〇
二
號
）
　
　
東
京
誰
券
取
引
所

　
　
調
査
月
報
（
五
號
）
　
日
本
長
期
信
用
銀
行

　
　
八
幡
大
學
論
集
（
八
巻
一
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
幡
大
學
法
紹
學
會

近
代
政
治
學
の
蹄
結
と
そ
の
課
題
　
　
高
尾
　
正
男

近
代
國
家
論
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
中
島
　
義
治

　
　
肚
會
料
學
討
究
（
二
巻
三
號
）



　
　
　
　
　
　
　
早
稻
田
大
學
杜
會
科
學
研
究
所

日
本
の
市
民
的
肚
會
と
肚
會
単
　
　
　
武
田
　
良
三

天
皇
機
關
読
の
系
譜
　
　
　
　
　
　
　
中
村
吉
三
郎

人
交
研
究

（
八
巻
九
號
）

　
　
　
大
阪
市
立
大
學
丈
學
會

明
治
學
院
論
叢

脛
濟
理
論

（
四
七
號
）

明
治
學
院
大
學
丈
経
學
會

（
四
〇
號
）

　
　
　
和
歌
山
大
學
経
濟
學
會

　
　
阪
大
法
學
（
二
三
號
）

こ
と
ば
と
意
思
（
二
b
兀
）

マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
と
罪
刑
法
定
主
義

大
阪
大
學

武
藤
智
雄

（
一
）大
野
眞
義

　
警
察
學
論
集
（
一
〇
巻
一
〇
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
大
學
校

・
シ
ヤ
革
命
の
研
究
（
中
）
　
　
　
　
田
島
　
治
郎

會
趾
實
務
の
友
（
三
二
輯
）
會
肚
實
務
協
會

調
査
月
報
（
二
六
八
號
）

受
贈
書
主
要
丈
献
目
録

三
井
銀
行

　
　
法
律
論
叢
（
三
〇
巻
五
・
六
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
大
學
法
律
砺
究
所

自
由
裁
量
に
關
す
る
イ
ギ
リ
ス
法
の
理
論
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
準
次
郎

豫
算
の
本
質
八
二
）
　
　
　
　
　
　
　
安
澤
喜
一
郎

民
事
上
告
の
制
限
　
　
　
　
　
　
　
　
野
間
　
　
繁

オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
少
年
裁
剣
所
法
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
　
三
男

早
稻
田
商
學
（
一

三
〇
號
）

　
　
早
稻
田
商
學
同
攻
會

　
　
會
報
（
七
五
號
）
　
　
　
東
京
株
式
懇
話
會

目
論
見
書
制
度
の
合
理
化
に
つ
い
て
　
三
戸
岡
道
夫

穫
利
能
力
な
き
肚
團
の
名
義
書
換
の
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
野
得
二
郎

　
　
日
本
法
學
（
二
三
巻
四
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
大
學
法
學
會

動
物
の
加
害
に
っ
い
て
の
損
害
賠
償
責
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
季
彦

眞
實
登
見
主
義
の
行
方
　
　
　
　
　
　
河
本
喜
與
之

八
・
一
五
事
件
に
お
け
る
抗
職
の
心
理
と
行
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
澤
　
義
行

手
形
行
爲
の
暇
疵
に
つ
い
て
の
疑
問
と
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
並
木
俊
守

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
「
法
の
精
舗
騨
」
と
租
税
の
理
論

　
ー
法
の
精
紳
と
市
民
的
租
視
倫
理
の
構
造
ー

制
限
付
特
許
椹

民
事
月
報
（
一
二
巻
一

大
淵
　
利
男

杉
林
　
信
義

一
號
）

　
法
務
省
民
事
局

　
　
松
山
商
大
論
集
（
八
巻
二
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
商
科
大
學
商
経
研
究
會

日
本
國
憲
法
第
八
條
の
規
定
す
る
財
産
と
の
關
係

　
に
お
け
る
天
皇
の
地
位
　
　
　
　
　
高
村
　
　
晋

　
　
自
治
研
究
（
三
三
巻
一
一
號
）

地
方
の
行
政
水
準

地
方
行
政
の
出
登
貼
（
一
）

河
川
水
利
行
政
の
二
、
三
の
問
題
貼

地
方
財
政
再
建
の
概
況
（
一
）

農
林
補
助
金
と
地
方
自
治
（
三
）

良
書
普
及
會

阿卒渡岸荻
利井邊　田

莫　洋
二龍三昌保

中
小
企
業
協
同
組
合
（
一
二
巻
一
一
號
）

　
　
　
全
國
中
小
企
業
等
協
同
組
合
中
央
會

大
陸
問
題
（
六
巻
一

一
〇
一

二
號
）

　
　
大
陸
問
題
碑
究
所

（
一
八
九
）



　
　
　
　
受
贈
書
主
要
丈
献
目
録

　
　
横
濱
大
學
論
集
（
八
巻
一
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
横
濱
市
立
大
學
學
術
班
究
會

憲
法
改
正
椹
力
の
本
質
と
限
界
　
　
　
原
田
　
清
司

　
　
同
（
二
號
）

　
　
同
（
三
號
）

都
市
コ
ン
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
把
握
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
　
重
男

　
　
同
（
四
號
）

　
　
法
學
協
會
雑
誌
（
七
四
巻
四
號
）
法
學
協
會

現
代
ド
イ
ッ
法
に
お
け
る
刑
罰
と
保
安
改
善
虎
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
．
オ
ェ
こ
フ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
課
）
卒
野
　
龍
一

過
失
犯
の
考
察
（
三
完
）
　
　
　
　
　
藤
木
　
英
雄

　
　
同
志
肚
法
學
（
四
三
號
）
　
同
志
証
法
學
會

大
衆
と
政
治
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
松
堅
太
郎

政
治
的
世
界
の
形
成
原
理
と
し
て
の
自
愛
に
つ
い

　
て
（
六
）
　
　
　
　
　
　
　
今
井
仙
一

　
　
法
學
志
林
（
五
五
巻
二
號
）
法
學
志
林
協
會

い
わ
ゆ
る
図
Φ
の
ε
轡
試
o
β
に
お
け
る
王
制
復
活

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
橋
　
丈
雄

朝
鮮
を
め
ぐ
る
國
際
葛
藤
の
一
幕

　
　
ー
京
城
甲
申
の
憂
ー
　
　
　
　
　
田
中
　
直
吉

集
團
襯
念
の
形
式
と
市
民
政
治
理
論
の
構
造
韓
換

　
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
下
　
圭
一

　
　
法
學
論
叢
（
六
三
巻
四
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
學
法
學
會

再
び
丈
観
税
の
徴
牧
と
信
教
の
自
由
に
つ
い
て
読
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
石
　
義
雄

判
例
に
お
け
る
勢
働
關
係
の
理
論
　
　
片
岡
　
　
昇

国
q
ヨ
仁
昌
畠
切
霞
屏
Φ
の
政
治
思
想
と
宗
教
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甫
院
　
泰
美

　
　
東
邦
経
濟
（
二
七
巻
一
二
號
）
東
邦
経
濟
肚

　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
（
二
一
一
六
號
）
　
有
斐
閣

剣
例
に
あ
ら
わ
れ
た
る
生
命
・
身
腔
の
慣
額
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
井
　
龍
生

法
律
お
よ
び
法
律
家
に
苦
言
を
呈
す

　
〔
産
談
會
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
澤
　
俊
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
他
五
氏
）

自
由
と
は
何
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卒
賀
　
健
太

何
故
競
費
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
競
落
を
許
可
し
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋸
鹿
　
義
明

日
本
國
憲
法
成
立
史
（
四
八
）
　
　
　
佐
藤
　
蓮
夫

一
〇
二

（
一
九
〇
）


